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に検討しようとするものであって， 7 章からなっている。 
 
 第 1 章は序論であり，本論文の背景および目的について述べている。 




























断破壊実験について述べている。試験体は，約 1/2 スケール 1 層 1 スパン耐震壁である。
京都大学 博士（  工  学） 氏名 松井 亮夫 
柱，梁および基礎スタブに囲まれた壁板である試験体計 5 体の静的正負交番繰り返し漸
















および基礎スタブからなる約 1/2 スケール 2 層 1 スパン骨組 2 体であり，静的正負交番
繰り返し漸増載荷実験を行った。いずれの試験体にも幅 10mm，深さ 10mm の目地を壁両
面に設けている。実験変数は誘発材径とし，試験体は曲げ降伏が先行するように設計さ
れている。実験の結果，いずれの試験体においても，柱際の目地に起因する破壊は生じ
なかったが，誘発材として D6 鉄筋を用いた FWP63R07 では全体変形角 2.0%，D16 鉄筋を















 第 7 章は結論であり，本論文で得られた成果について要約している。 
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また，平成 29 年 2 月 22 日，論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果，
申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し，合格と認めた。 
 
 
